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子
ど
も
を
守
る
べ
き
親
が
暴
力
を
振
る
っ
た
り
、
放
置
し
た
り
す
る
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
実
際
に
市
内
で
も
児
童
虐
待
相
談
・
通
告
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
発
見
が
非
常
に
難
し
い
と
い
わ
れ
る
児
童
虐
待
の
予
防
・
早
期
発
見

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

相 談 窓 口
●児童の養育・虐待などの相談
   名張市家庭児童相談室    63‐2515
　月～金曜日（午前8時30分～午後5時）
　伊賀児童相談所　  24‐8060
　月～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）
●子育て相談・相談窓口の紹介
　子ども相談室　  63‐3118
　子育て支援室　  63‐7594
　月～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）
※相談受付は、祝日・年末年始を除く

     

 

ネグレクト　不適切な養育、監護の怠慢など
　▼病気になっても病院に行かせない
　▼乳幼児健診を受診させない
　▼乳幼児を長時間放置する
　▼適切な食事を与えない
　▼下着などを長時間ひどく不潔なままにする
　▼子どもの意思に反して登園、通学させない
　▼虐待を放置・黙認する　など
心理的虐待　言葉の暴力や拒否的な態度など
　▼暴言、無視を繰り返す
　▼子どもの目の前で配偶者などへの暴力を見せる
　▼きょうだいと著しく差別的な扱いをする　など

身体的虐待　
　体に傷を負わせたり、生命を脅かしたりする暴行
　▼殴る、蹴る、首を絞める、熱湯をかける　など

性的虐待　子どもにわいせつな行為をする、させる
　▼性的行為の強要、性的暴力、性交を見せる　など

地
域
で
見
守
る

子
ど
も
の
未
来

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

子
ど
も
を

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
守
る
の
は
あ
な
た

 

子
育
て
支
援
室 

 

63
‐
７
５
９
４

虐待のサイン
◆不自然な傷や打撲のあと　
◆衣類や髪の毛が汚れている
◆夜遅くまで遊んでいる　
◆落ち着きがなく乱暴になる
◆表情が乏しい　
◆おどおどしている　など

増
加
す
る
児
童
虐
待
の

相
談
・
通
告

今
年
に
入
っ
て
県
内
で
も
、
小
学
１

年
生
が
母
の
内
縁
の
夫
か
ら
身
体
的
暴

力
を
受
け
、
意
識
不
明
の
重
体
に
な
る

事
件
な
ど
、
児
童
虐
待
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
や
家
庭
で
の
悩
み
を
受
け
付

け
る
名
張
市
家
庭
児
童
相
談
室
（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）
に
は
平

成
21
年
度
、71
件
の
児
童
虐
待
の
相
談
・

通
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
本
年
度
は

９
月
末
で
、
す
で
に
47
件
と
、
相
談
・

通
告
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
や

こんなことは虐待です！状
況
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
ど
の
家
庭
に
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
育
児
の
不
安
や

ス
ト
レ
ス
」
な
ど
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
必
ず
発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
少
し
勇
気
を
出
し
て

子
育
て
相
談
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●各地区の民生委員・
児童委員、主任児童
委員
（※各地区の委員の連絡
先を知りたいときは健
康福祉政策室（ 63‐
7579）へ）
●各地区のまちの保健室
（※電話番号は、8ページ「12
月の相談日程」に掲載）

迷わず手を差し伸べてください。

虐
待
は
家
庭
内
で
発
生
す
る
こ
と
が

虐
待
は
家
庭
内
で
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
発
見
は
非
常
に
難
し
い
と
い
わ

多
く
、
発
見
は
非
常
に
難
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は

れ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は

子
ど
も
が
発
信
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

子
ど
も
が
発
信
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

ら
の
声
か
け
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安

ら
の
声
か
け
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

全
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

も
し
、
隣
近
所
で
子
ど
も
の
泣
き
声

も
し
、
隣
近
所
で
子
ど
も
の
泣
き
声

が
た
び
た
び
す
る
、
親
の
怒
鳴
り
声
を

が
た
び
た
び
す
る
、
親
の
怒
鳴
り
声
を

よ
く
聞
く
、
子
ど
も
へ
の
親
の
対
応
や

よ
く
聞
く
、
子
ど
も
へ
の
親
の
対
応
や

言
動
が
気
に
な
る
と
き
な
ど
で
、
声
か

言
動
が
気
に
な
る
と
き
な
ど
で
、
声
か

け
し
づ
ら
い
場
合
に
は
、
地
域
の
民
生

け
し
づ
ら
い
場
合
に
は
、
地
域
の
民
生

委委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
や
、

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
や
、

ま
ち
の
保
健
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
保
健
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

名
張
市
家
庭
児
童
相
談
室
や
伊
賀
児
童

名
張
市
家
庭
児
童
相
談
室
や
伊
賀
児
童

相
談
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
情
報
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

な
お
、
情
報
提
供
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
保
障
さ
れ
ま
す
の
で
、
近
所
づ
き

ー
は
保
障
さ
れ
ま
す
の
で
、
近
所
づ
き

あ
い
が
悪
く
な
る
な
ど
の
心
配
を
せ
ず
、

あ
い
が
悪
く
な
る
な
ど
の
心
配
を
せ
ず
、

子
ど
も
の
安
全
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
安
全
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
情
報
提
供
が
、
子
ど
も
の

あ
な
た
の
情
報
提
供
が
、
子
ど
も
の

命
を
救
う
ば
か
り
で
な
く
、
苦
し
ん
で

命
を
救
う
ば
か
り
で
な
く
、
苦
し
ん
で

い
る
親
も
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

い
る
親
も
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

れ
な
い
の
で
す
。
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市議会だよりな
ばり市議会だより
な
ばり 平成22年11月

発行■名張市議会

議会運営委員会
　◎福田博行　○永岡　禎
　　浦﨑陽介　　石井　政　　川合　滋　　橋本マサ子　　山下松一

常任委員会
　〔総務企画〕　　　　〔教育民生〕　　　　〔産業建設〕
　◎細矢一宏 　　◎石井　政　　　　◎川合　滋
　○森岡秀之　　 　○常俊朋子　　　　○𠮷田正己
　　浦﨑陽介 　　　富田真由美　　　　髙田稔嗣
　　森脇和德 　　　豊岡千代子　　　　吉住美智子
　　田合　豪 　　　幸松孝太郎　　　　福田博行
　　柳生大輔 　　　三原淳子　　　　　橋本マサ子
　　山下松一 　　　永岡　禎

議会広報特別委員会
　◎細矢一宏　　○幸松孝太郎
　　豊岡千代子　　𠮷田正己　　森脇和德　　三原淳子　　（◎委員長      ○副委員長）

【
就
任
あ
い
さ
つ
】

　

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議

長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
と
し
て
、
安
全
・
安
心
か
つ
活
力
あ
る
名
張
市
の
実

現
に
向
け
、市
議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
張
市
議
会
議
長　

柳
生　

大
輔

会派（◎：会派長）
清風クラブ　　　　：◎山下松一　　常俊朋子　　森岡秀之　　𠮷田正己　　福田博行
公明党　　　　　　：◎石井　政　　富田真由美　細矢一宏　　吉住美智子
みらい　　　　　　：◎川合　滋　　幸松孝太郎　柳生大輔
希望クラブ　　　　：◎髙田稔嗣　　豊岡千代子　浦﨑陽介
日本共産党　　　　：◎橋本マサ子　三原淳子
心風会　　　　　　：◎永岡　禎　　森脇和德
会派に属さない議員：　田合　豪

no.no.
5858

　

９
月
８
日
に
市
議
会
の
役
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
議
長
に
柳
生
大
輔
議
員
、
副
議
長

に
吉
住
美
智
子
議
員
、
議
会
推
薦
の
監
査
委
員
に
森
脇
和
德
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
常
任
委
員
会
の
委
員
の
構
成
も
一
新
さ
れ
、
総
務
企
画
委
員
長
に
細
矢
一
宏
議
員
、

教
育
民
生
委
員
長
に
石
井
政
議
員
、
産
業
建
設
委
員
長
に
川
合
滋
議
員
、
さ
ら
に
議
会

運
営
委
員
長
に
福
田
博
行
議
員
が
選
出
さ
れ
、
新
体
制
が
決
ま
っ
た
。

（上段左から）常俊朋子議員、豊岡千代子議員、幸松孝太郎議員、森岡秀之議員、富田真由美議員
（中段左から）浦﨑陽介議員、三原淳子議員、田合豪議員、石井政議員、髙田稔嗣議員、細矢一宏議員、𠮷田正己議員
（下段左から）川合滋議員、橋本マサ子議員、森脇和德監査委員、柳生大輔議長、吉住美智子副議長、山下松一議員、
　　　　　　　福田博行議員、永岡禎議員

新
体
制
決
ま
る

● 新三役紹介 ●

副議長
吉住美智子

監査委員
森脇和德

議長
柳生大輔
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平
成
22
年
度
補
正
予
算
な
ど
30
議
案
を
可
決

平
成
22
年
9
月
定
例
会

     

　

９
月
定
例
会
（
第
３
４
２
回
）
は
、

９
月
22
日
開
会
、
10
月
15
日
閉
会
の
24

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正

予
算
６
件
、「
福
祉
資
金
・
住
宅
新
築
資

金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
の
制
定

１
件
、
医
師
・
救
急
医
療
確
保
に
係
わ
る

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
条

例
の
改
正
６
件
、「
先
端
産
業
立
地
促
進

条
例
」
に
よ
る
施
設
指
定
１
件
、
決
算
の

認
定
13
件
、
請
願
３
件
、
議
員
提
出
議
案

３
件
の
全
33
案
件
で
あ
る
。

　
請
願
審
査
の
３
件
は
「
義
務
教
育
費

の
全
額
国
庫
負
担
」「
保
護
者
負
担
の

軽
減
と
支
援
制
度
の
拡
充
」「
教
職
員

拡
充
の
早
期
実
施
と
教
育
予
算
の
拡

充
」
で
あ
る
。

　

議
員
提
出
議
案
は
、
請
願
採
択
に
伴

う
意
見
書
の
提
出
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
・
予
算

特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
慎
重
に

審
議
し
、
30
議
案
を
原
案
通
り
可
決
。

請
願
３
件
を
採
択
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
初
議

会
と
な
る
新
人
６
議
員
お
よ
び
他
４
議

員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

　

補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は
、

５
億
３
３
７
０
万
円
の
増
額
補
正

で
、
平
成
22
年
度
補
正
後
の
予
算
は
、

２
５
１
億
４
６
４
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
師
・
救

急
医
療
確
保
の
た
め
の
病
院
手
当
増

額
な
ど
の
病
院
事
業
会
計
繰
出
金

７
２
８
２
万
円
、
放
課
後
児
童
対
策
施

設
整
備
事
業
６
２
０
０
万
円
な
ど
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
債

２
億
２
４
６
０
万
円
、
基
金
・
他
会

計
繰
入
金
２
億
６
３
２
万
円
、
市
税

２
億
２
０
０
万
円
が
減
額
し
た
が
、
地

方
交
付
税
交
付
金
１
億
３
５
１
７
万
円

な
ど
が
増
額
。

　

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
４
特

別
会
計
に
お
い
て
２
億
３
１
８
３
万

円
の
増
額
補
正
で
、
４
特
別
会
計
で

１
３
０
億
３
０
４
６
万
円
と
な
っ
た
。

主
に
、
返
還
・
償
還
・
還
付
金
及
び
繰

出
金
で
あ
る
。

　

企
業
会
計
に
お
け
る
補
正
予
算
は
、

病
院
事
業
会
計
で
、
市
立
病
院
の
医
師

等
の
確
保
の
た
め
、
待
遇
改
善
の
職

員
給
与
費
９
１
６
１
万
円
を
補
正
計

上
。
そ
れ
に
伴
い
、
一
般
会
計
か
ら

７
２
８
１
万
円
を
負
担
金
収
入
と
し
て

計
上
し
た
。

　

決
算

○
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

決
算

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

２
７
０
億
７
８
２
２
万
円
。
歳
出
総

額
２
６
７
億
１
５
０
５
万
円
。
こ
の

う
ち
22
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

２
億
８
９
２
８
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
景
気
の
悪

化
に
伴
い
市
税
収
入
が
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
歳
出
は
、
定
額
給
付
金
・

鴻
之
台
公
共
用
地
活
用
事
業
・
消
防

庁
舎
整
備
事
業
な
ど
、
前
年
度
よ
り

52
億
１
６
４
７
万
円
（
24
・
３
％
）
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年
度
に
繰
り

越
す
事
業
の
総
額
は
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
30
件
、

６
億
５
５
６
２
万
円
と
例
年
に
な
く
突

出
し
て
い
る
。

　

特
別
会
計
決
算
は
、
全
10
会

計
を
総
計
す
る
と
、
歳
入
総
額

１
５
２
億
２
５
８
８
万
円
。
歳
出
総
額

１
４
５
億
２
４
２
０
万
円
。
22
年
度
に

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
６
億
７
０
６
１
万
円
の

黒
字
で
あ
る
。

○
企
業
会
計
決
算

　

平
成
21
年
度
病
院
事
業
会
計

　

事
業
収
益
が
37
億
１
９
７
５
万
円
、

事
業
費
用
が
42
億
７
６
６
０
万
円
と

な
り
、
純
損
失
は
５
億
５
６
８
５
万

円
。
よ
っ
て
、
未
処
理
欠
損
金
は

87
億
２
０
４
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

11
億
１
９
４
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
１
億
４
２
５
６
万
円
（
14
・
６
％
）

の
増
額
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
度
水
道
事
業
会
計

　

事
業
収
益
が
14
億
７
１
６
５
万

円
、
事
業
費
用
が
14
億
６
１
７
７
万

円
と
な
り
、
９
８
８
万
円
の
黒
字
。

よ
っ
て
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

３
億
６
０
５
９
万
円
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

１
億
82
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

１
２
１
１
万
円
の
増
額
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
決
算
を
認
定

【
心
風
会
】
森
脇　

和
德

予
算
の
適
切
な
執
行
を

　

答
弁　

更
に
徹
底
し
て
い
く

今
年
度
決
算
の
不
用
額
を
見

て
み
る
と
使
い
切
っ
て
こ
そ

意
義
の
あ
る
予
算
が
残
っ
て
い
た
り
、

も
う
少
し
精
査
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
も
の
が
散
見
し
て
い
た
。

厳
し
い
予
算
編
成
と
毎
年
聞
く
が
、
そ

の
反
面
不
用
額
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の

は
問
題
だ
。
予
算
全
体
を
見
渡
せ
る
主

計
官
を
置
く
べ
き
だ
。

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
は
、

ど
う
し
て
も
精
査
が
困
難
で

あ
る
。
予
算
の
精
査
は
十
分
行
っ
て
い

る
が
、
不
用
額
の
中
に
も
精
査
す
べ
き

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は

更
な
る
徹
底
を
図
り
、
効
率
的
な
予
算

執
行
を
行
っ
て
い
く
。
主
計
官
は
、
職

員
全
員
が
主
計
官
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
長
の
公
約
は

　

答
弁　

方
針
に
変
わ
り
は
な
い

市
長
は
、
７
月
か
ら
伊
賀
医

療
再
編
を
公
約
に
掲
げ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
機
能
分
担
と
経
営

統
合
だ
。
し
か
し
、
実
際
に
は
い
ま
だ

救
急
輪
番
体
制
を
継
続
し
た
ま
ま
で
あ

り
、
二
次
救
急
を
含
め
伊
賀
医
療
の
明

る
い
兆
し
は
見
え
ず
、
地
域
住
民
の
深

刻
な
悩
み
だ
。
早
期
に
公
約
を
果
た
す

べ
き
だ
。

収 入
270億
7,822万円

支 出
267億
1,505万円

市税収入
98億5,895万円
36.4%

市税収入
98億5,895万円
36.4%

地方交付税
34億3,945万円
12.7%

借入金
48億8,210万円

18.0%

地方交付税
34億3,945万円
12.7%

委託・使用料及び補修費
33億4,426万円 12.5%

福祉費（扶助費）
30億6,705万円 11.5%

補助・交付金など
43億4,203万円 16.3%

建設・整備費及び負担金など
46億7,673万円

17.5%

他会計繰出・積立・予備・出資金など
28億2,843万円 10.6%

借入返済金
30億7,484万円

11.5%

委託・使用料及び補修費
33億4,426万円 12.5%

福祉費（扶助費）
30億6,705万円 11.5%

補助・交付金など
43億4,203万円 16.3%

建設・整備費及び負担金など
46億7,673万円

17.5%

他会計繰出・積立・予備・出資金など
28億2,843万円 10.6%

借入返済金
30億7,484万円

11.5%

国庫支出金
36億6,396万円 13.5%

国庫支出金
36億6,396万円 13.5%

県支出金
14億2,052万円 5.2%

譲与税・交付金
14億3,347万円 5.3%

諸・財産収入・負担金・使用料など
13億2,704万円 4.9%

基金・他会計繰入金・繰越金
10億5,273万円 3.9%

借入金
48億8,210万円

18.0%

人件費
53億8,171万円
20.1%

人件費
53億8,171万円
20.1%

　

臨
時
会

　

第
３
４
０
回
臨
時
会
は
、
７
月
21
日

に
行
わ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
斎
場
建
設
用

地
の
移
転
に
伴
い
、
津
地
方
裁
判
所
伊

賀
支
部
に
地
主
よ
り
起
こ
さ
れ
て
い
た

訴
訟
に
つ
い
て
、
７
月
14
日
、
原
告
の

請
求
を
容
認
す
る
判
決
が
下
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
市
と
し
て
判
決
を
不
服
と

し
て
控
訴
す
る
１
議
案
で
あ
る
。
本
会

議
に
て
４
議
員
が
質
問
し
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

質問は議員から提
出された原文を尊
重し、編集して掲
載しています。

一般質問

平成21年度一般会計
決算額内訳

※構成比率は万円未満四捨五入のため、合計が合わない場合があります。

※国庫支出金・県支出金
使い道が定められている
国・県からのお金
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伊
賀
相
談
所
や
各
関
係
機
関
と
の
連
携

体
制
と
、
早
期
発
見
や
支
援
へ
の
対
応

は
ど
う
か
。

名
張
市
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
置
し
、
各
構

成
機
関
が
連
携
し
て
要
保
護
児
童
の
早

期
発
見
と
適
切
な
保
護
や
、
そ
の
家
族

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
伊
賀
児
童

相
談
所
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
と

の
協
力
の
中
、
痛
ま
し
い
事
件
の
防
止

に
対
応
し
て
い
る
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】
常
俊
朋
子

救
急
輪
番
体
制
の
連
携

　

答
弁　

一
定
時
間
が
必
要

伊
賀
地
域
救
急
輪
番
体
制
の

受
付
で
、
救
急
隊
員
か
ら
病

院
へ
の
搬
送
の
確
認
と
、
救
急
車
と
病

院
と
の
連
携
に
つ
い
て
対
応
を
問
う
。

救
急
隊
か
ら
救
急
輪
番
病
院

側
の
専
用
電
話
な
ど
で
連
絡

ル
ー
ト
を
確
保
し
、
迅
速
・
確
実
に
要

請
が
行
え
る
体
制
を
整
備
。
傷
病
者
の

意
識
状
態
ほ
か
５
項
目
の
観
察
。
症
状

に
よ
り
心
電
図
の
測
定
。
要
請
す
る
輪

番
病
院
に
正
確
な
情
報
と
応
急
処
置
を

伝
達
。
救
急
車
か
ら
輪
番
病
院
へ
、
専

用
電
話
な
ど
で
迅
速
に
行
う
が
、
医
療

機
関
へ
の
要
請
・
確
認
と
、
容
態
を
的

確
に
伝
達
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
。
現

場
出
発
に
一
定
時
間
が
必
要
で
あ
り
、

理
解
を
願
う
。

近
大
高
専
進
捗
状
況

　

答
弁　

平
成　

年
４
月
に
開
校

皇
學
館
大
学
の
撤
退
が
決
定
。

間
髪
入
れ
る
間
も
な
く
近
大

高
専
を
誘
致
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
な

意
気
込
み
が
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
名

張
市
が
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
に
な
る
た

め
に
も
寮
生
の
受
入
れ
、
名
張
３
高
校

と
の
交
流
な
ど
、
学
生
の
自
主
自
立
の

精
神
を
養
え
る
場
づ
く
り
が
市
民
の
責

務
か
と
思
う
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

８
月
25
日
、
近
大
高
専
は
皇

學
館
大
学
で
学
校
説
明
会
お

よ
び
、
熊
野
の
在
校
生
・
保
護
者
に
も

施
設
見
学
会
を
行
っ
た
。
今
後
、
正
式

な
協
定
を
締
結
。
学
舎
の
改
修
工
事
な

ど
整
備
を
行
い
、
４
月
の
開
校
を
目
指

す
。
地
域
・
産
業
界
と
の
連
携
も
、
近

日
中
に
協
議
を
始
め
る
。

【
公
明
党
】
富
田
真
由
美

子
宮
頸け

い

が
ん
ゼ
ロ
へ

　

答
弁　

前
向
き
に
取
り
組
む

子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
と
精
度
の
高
い

検
診
と
で
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
「
予
防
で

き
る
唯
一
の
が
ん
」で
あ
る
。
し
か
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が
約
５
万
円
と
高

額
で
あ
り
、
日
本
は
欧
米
に
比
べ
、
検

診
率
も
低
い
。
特
に
20
〜
30
歳
代
の
若

い
女
性
に
多
く
発
症
し
て
い
る
。
予
防

す
れ
ば
防
げ
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ

ク
チ
ン
公
費
助
成
と
、
発
見
率
を
高
く

す
る
検
診
の
周
知
・
啓
発
を
す
る
べ
き

だ
。
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
無
料
検

診
の
継
続
も
必
要
だ
。

国
も
平
成
23
年
度
の
予
算
概

算
要
求
に
盛
り
込
む
な
ど
動

き
出
し
た
。
市
長
会
で
も
要
請
し
、
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
無
料
化
の
継
続
も
、
可
能
な

限
り
続
け
た
い
。

読
書
活
動
の
推
進
は

　

答
弁　

読
書
推
進
を
検
討
中

近
年
、
子
ど
も
も
大
人
も
読

書
離
れ
、
活
字
離
れ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
読
書
は
、知
識
や
教
養
・

表
現
力
・
言
語
力
な
ど
他
人
を
理
解
し
、

思
い
や
る
心
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が
る
。
平
成
22
年
は
、
国

民
読
書
年
で
も
あ
り
、
学
校
図
書
館
の

整
備
や
、
さ
ら
な
る
読
書
推
進
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
22
の
小
中
学
校
に
学
校

図
書
館
支
援
員
は
１
人
し
か
い
な
い
。

も
っ
と
整
備
・
充
実
す
べ
き
だ
。

学
校
に
図
書
館
が
置
か
れ
て

い
る
意
味
や
重
要
性
を
い
ま

一
度
考
え
る
。
支
援
員
の
役
割
を
検
証

し
、
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
む
。
現

在
、
名
張
市
読
書
推
進
計
画
を
検
討
し

て
い
る
。

【
み
ら
い
】
幸
松
孝
太
郎

ご
み
袋
の
価
格
見
直
し

　

答
弁　

平
成　

年
度
よ
り
計
画

19
年
か
ら
ご
み
袋
の
有
料
化

の
取
組
み
を
実
施
し
、
初
年

度
は
26
・
８
％
、
２
年
目
は
２・
１
％

の
減
量
化
に
結
び
つ
き
成
果
が
出
て
き

た
。
こ
の
成
果
を
市
民
に
還
元
す
る
意

味
で
も
伊
賀
市
と
の
価
格
是
正
を
検
討

す
べ
き
だ
。

名
張
市
は
、
指
定
ご
み
袋
の

価
格
設
定
を
減
量
効
果
と
、

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
算
定

し
た
。
今
後
は
、
生
ご
み
の
資
源
化
施

策
展
開
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

化
、
引
き
続
き
減
量
効
果
が
期
待
で
き

る
価
格
設
定
や
、
青
山
地
域
の
価
格
設

定
と
の
整
合
性
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、

25
年
を
目
途
に
価
格
見
直
し
を
計
画
。

保
育
料
の
見
直
し

　

答
弁　

総
合
的
判
断
で
見
直
し

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
し
て
、

保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
一

番
要
望
さ
れ
て
い
る
保
育
料
の
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
だ
。

保
育
料
の
改
定
は
国
の
税
制

改
定
時
に
考
え
た
い
が
、
現
在

の
当
市
の
保
育
料
は
三
重
県
下
平
均
の

67
・
８
％
に
対
し
、
75
・
８
％
と
高
い

設
定
に
な
っ
て
い
る
。
民
営
化
の
効
果

額
と
し
て
２
ヵ
年
で
３
億
４
２
０
０
万

円
と
算
定
し
て
い
る
。
当
面
の
課
題
と

し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
、
保
育
士
の

確
保
な
ど
を
優
先
し
て
い
る
が
、
今
後

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
保
育
料
見

直
し
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

【
日
本
共
産
党
】
三
原
淳
子

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

　

答
弁　

医
療
を
守
る
最
後
の
砦

と
り
で

国
民
健
康
保
険
は
、
だ
れ
で

も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
、
国
民
皆
保
険
だ
。
国
保
税
が
高

く
て
払
え
な
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
現
状
を
問
う
。
平
成
21
年

度
国
保
会
計
は
３
億
円
の
黒
字
で
、
基

金
は
５
億
６
０
０
０
万
円
も
あ
る
。
他

市
で
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
保
険

額
の
高
騰
を
抑
え
て
い
る
。
高
す
ぎ
る

国
保
税
を
引
き
下
げ
、
市
民
の
医
療
を

守
れ
。
国
の
運
用
新
基
準
に
基
づ
き
、

一
部
負
担
減
免
の
要
項
を
作
れ
。

加
入
世
帯
は
35
％
を
超
え
、

加
入
者
は
２
万
６
人
で
、
そ

の
半
数
以
上
が
無
職
者
だ
。
保
険
税
額

は
平
成
21
年
度
、
県
内
29
市
町
中
９
番

目
に
高
く
、
資
格
証
明
は
４
６
４
人
と

な
っ
て
い
る
。
医
療
給
付
が
増
え
た
と

き
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
が
で
き

な
い
の
で
基
金
は
貯
め
て
お
く
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

　

答
弁　

現
物
給
付
な
ら
最
優
先

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
、

病
気
の
早
期
治
療
で
重
症
化

を
防
ぎ
、
子
ど
も
は
し
ん
ど
い
思
い
を

せ
ず
、
親
は
安
心
で
き
、
結
果
と
し
て

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。
他
市

で
は
、
無
料
化
の
年
齢
拡
大
が
進
ん
で

い
る
が
、
名
張
市
は
就
学
前
ま
で
だ
。

救
急
医
療
も
完
全
で
な
い
中
、
子
育
て

中
の
親
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
、
医
療

費
無
料
化
年
齢
拡
大
と
窓
口
無
料
化
を

求
め
る
。県

内
14
市
中
７
市
が
独
自
に
、

入
院
や
通
院
を
12
歳
・
15
歳

機
能
分
担
と
経
営
統
合
を
進

め
て
い
く
方
針
に
変
わ
り
は

な
い
。
三
重
大
か
ら
の
医
師
の
派
遣
が

か
な
わ
ず
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

伊
賀
市
と
も
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
、

医
師
増
員
に
向
け
て
両
病
院
が
努
力
を

続
け
て
い
く
中
で
活
路
を
見
い
だ
し
て

い
き
た
い
。
名
張
市
立
病
院
に
あ
っ
て

は
、
来
年
度
よ
り
医
師
の
増
員
が
関
西

方
面
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
希
望
ク
ラ
ブ
】　

豊
岡
千
代
子

産
科
小
児
科
医
充
実
を

　

答
弁　

か
か
り
つ
け
医
の
受
診

里
帰
り
出
産
の
充
実
へ
の
産

科
医
確
保
は
、
娘
が
い
る
親

と
し
て
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
若
い
人

た
ち
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
も
、
小
児
科
医
の
増
員
な
ど
今
後
の

産
科
・
小
児
科
医
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

全
国
的
に
産
科
医
が
激
減
し

て
い
る
中
、
名
張
市
で
の
産

科
医
確
保
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
現

在
、
伊
賀
地
域
内
で
の
受
入
れ
率
は

80
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
対
応
で
き

て
い
る
状
態
に
あ
る
。
さ
ら
に
三
重
中

央
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
な
が

ら
、安
全
な
お
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
児
科
医
は
勤
務
医
４
人
で
対
応
し
て

お
り
、
今
後
１
人
の
増
員
に
よ
る
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
む
け
て
努
力

し
て
い
る
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て

　

答
弁　

行
政
と
地
域
と
の
連
携

児
童
虐
待
は
名
張
市
で
も
増

加
傾
向
の
中
、
平
成
22
年
４

月
の
鈴
鹿
市
の
虐
待
事
件
で
は
、
県
北

勢
児
童
相
談
所
は
市
か
ら
の
再
三
の
通

告
に
対
処
し
な
か
っ
た
。
名
張
市
は
県

児童相談に関するご案内

名張小学校図書室
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県
道
赤
目
滝
線
は
、
参
加
型

み
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
三

重
県
が
導
入
し
、
柏
原
工
区
の
ル
ー
ト

検
討
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
平
成

21
年
に
道
路
設
計
が
完
了
し
た
。
早
期

の
完
成
を
目
指
し
、
三
重
県
や
地
域
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
す

る
。
柏
原
工
区
以
外
の
計
画
に
つ
い
て

は
柏
原
工
区
の
整
備
完
了
後
、
三
重
県

と
協
議
を
す
る
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】　

森
岡
秀
之

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　

答
弁　

協
働
に
よ
る
拡
大

平
成
22
年
度
よ
り
、
第
二
次

定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

26
年
度
ま
で
に
市
職
員
53
人
の
削
減
の

計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
。
ま
ち
づ
く

り
組
織
な
ど
に
依
存
し
過
ぎ
な
い
か
。

今
後
５
年
間
で
大
量
の
定
年

退
職
者
が
見
込
ま
れ
る
。
嘱

託
職
員
な
ど
の
臨
時
職
員
の
効
果
的
な

活
用
・
配
置
を
行
う
こ
と
で
、
正
規
職

員
の
一
時
的
な
集
中
退
職
に
備
え
、
新

規
採
用
の
抑
制
を
図
る
。こ
れ
に
よ
り
、

行
政
運
営
コ
ス
ト
の
抑
制
と
水
準
確
保

に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向

上
に
つ
な
げ
る
。
行
政
に
対
す
る
市
民

の
積
極
的
な
意
識
の
高
ま
り
に
伴
い
、

と
拡
大
を
し
て
い
る
。
医
療
費
無
料
化

は
子
育
て
支
援
に
有
効
と
考
え
、
子
ど

も
手
当
て
が
現
物
給
付
に
な
っ
た
ら
、

優
先
し
て
取
り
組
む
。
窓
口
無
料
化
は

県
で
検
討
中
で
あ
り
、
市
単
独
で
は
難

し
い
の
で
、
財
源
を
含
め
県
で
の
実
施

を
求
め
る
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】　

𠮷
田
正
己

市
立
病
院
の
将
来
像

　

答
弁　

医
療
体
制
の
確
立

現
在
名
張
市
民
の
間
で
、
最

も
関
心
の
高
い
案
件
は
、
二

次
救
急
医
療
体
制
の
確
立
で
あ
る
。
市

立
病
院
の
３
年
後
、
５
年
後
の
理
想
的

な
将
来
像
を
問
う
。
存
続
で
き
る
か
否

か
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
は
、
医
師
の

確
保
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
な
医
師
不

足
の
要
因
は
何
か
。
関
係
執
行
部
は
医

師
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

市
民
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ

る
病
院
を
目
指
し
、
地
域
に

安
定
し
た
医
療
の
提
供
を
図
り「
自
立
・

継
続
」
で
き
る
病
院
を
確
立
す
る
。
医

師
不
足
の
要
因
は
多
々
あ
る
が
、
医
師

確
保
に
は
大
学
と
連
携
を
深
め
待
遇
改

善
、各
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
改
善
を
進
め
、

働
き
や
す
い
職
場
作
り
、
効
率
的
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

県
道
赤
目
滝
線

　

答
弁　

早
期
の
完
成
を
目
指
す

赤
目
滝
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
り
、
赤
目
地
域
の
生
活

道
路
と
な
る
こ
の
計
画
の
経
緯
と
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
近
鉄
交
差

か
ら
赤
目
公
民
館
ま
で
の
間
の
今
後
の

計
画
は
あ
る
の
か
ど
う
か
。
柏
原
工
区

終
点
よ
り
赤
目
滝（
県
道
５
６
７
号
線
）

の
拡
幅
工
事
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

川
合　

滋

「
救
急
医
療
を
守
る
」

医
師
不
足
の
た
め
、
伊
賀
地

域
救
急
輪
番
に
空
白
日
が
生

じ
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。
喫
緊
の
課

題
は
医
師
確
保
だ
。
し
か
し
、
伊
賀

市
と
の
協
議
は
、
機
能
分
担
・
経
営
統

合
・
拠
点
病
院
建
設
な
ど
が
テ
ー
マ

だ
。
伊
賀
市
の
意
見
は
、
拠
点
病
院
の

設
置
場
所
や
開
設
時
期
の
決
定
を
優
先

と
聞
く
が
ど
う
か
。

中
勢
伊
賀
医
療
圏
の
な
か
で

拠
点
病
院
建
設
は
困
難
だ
。

ま
し
て
、
上
野
総
合
市
民
病
院
に
内
科

医
一
人
の
現
況
で
、
機
能
分
担
も
で
き

な
い
。
今
は
、
医
師
確
保
に
全
力
で
取

り
組
み
、
輪
番
制
を
維
持
し
、
救
急
医

療
を
守
り
た
い
。

髙
田
稔
嗣

「
鳥
獣
害
助
成
の
緩
和
を
」

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
補
助

金
が
決
算
報
告
さ
れ
て
い

る
。
平
成
22
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

２
戸
以
上
で
共
同
防
御
で
き
に
く
い
耕

作
地
に
各
戸
支
援
を
要
望
。
助
成
額
は

半
額
助
成
で
上
限
５
万
円
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
助
成
基
準
の
５
ア
ー
ル
は

厳
し
す
ぎ
な
い
か
。
区
画
整
備
さ
れ
て

い
な
い
中
山
間
地
域
は
、
非
常
に
恵
ま

れ
た
耕
地
条
件
だ
。
現
状
に
合
っ
た
環

境
に
見
直
す
べ
き
だ
。

６
月
よ
り
耕
作
者
の
要
望
に

応
え
て
き
た
。
基
準
は
複
数

戸
だ
が
要
望
に
応
え
る
努
力
は
し
て
い

る
。
耕
地
環
境
に
対
し
配
慮
は
す
る
。

田
合　

豪

「
公
共
下
水
道
接
続
率
」

平
成
21
年
度
補
正
で
、
下
水

道
の
負
担
金
が
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
か
。
現
在
の
公
共
下
水

道
の
接
続
率
は
。
新
興
住
宅
地
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
に
接
続
し
た
ら

公
共
に
変
わ
る
が
、
名
張
地
区
な
ど
は

そ
う
で
は
な
い
。
普
及
は
大
変
だ
が
、

観
光
資
源
の
あ
る
名
張
地
区
の
水
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
に
、
法
律
の
期
限
内

に
頑
張
れ
。

減
額
補
正
は
、
20
年
度
に
負

担
金
の
納
入
が
あ
っ
た
た

め
。
名
張
地
区
の
下
水
道
の
進
捗
率

は
、
50
％
を
や
や
下
回
る
。
計
画
よ
り

遅
れ
て
い
る
。
計
画
通
り
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
務
め
る
。

橋
本
マ
サ
子

「
ふ
れ
あ
い
利
用
無
料
に
」

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
高
齢

者
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
当
初
の
無
料
か
ら
一
回
２
０
０
円

の
有
料
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
か
利
用

者
が
年
間
１
万
人
減
っ
た
。
多
く
の
利

用
者
か
ら
「
今
ま
で
の
交
流
が
図
れ
な

共
に
課
題
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置

づ
け
、
協
働
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
拡
大
に
取
り
組
む
。

【
希
望
ク
ラ
ブ
】　

浦
﨑
陽
介

地
デ
ジ
対
策
チ
ー
ム
を

　

答
弁　

自
主
的
に
は
し
な
い

平
成
23
年
７
月
24
日
に
地
デ

ジ
へ
完
全
移
行
だ
。
健
康
福

祉
部
で
は
、
高
齢
者
に
対
し
て
の
悪
徳

商
法
対
策
、生
活
保
護
世
帯
へ
の
助
成
、

民
生
委
員
へ
の
協
力
要
請
。
産
業
部
で

は
、
難
視
聴
対
策
の
説
明
、
国
の
制
度

の
勉
強
、
放
送
事
業
者
へ
の
調
整
。
情

報
政
策
室
で
は
、
区
域
外
再
送
信
、
ケ

ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
地
デ
ジ
化
な
ど
地
元
の

電
気
事
業
者
・
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
会
社
と

連
携
し
た
対
策
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

べ
き
だ
。
現
在
は
個
別
に
行
い
連
携
が

で
き
て
い
な
い
が
、
総
務
省
か
ら
は
協

力
要
請
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
分

権
、
地
方
主
権
の
な
か
、
市
長
は
考
え

を
正
し
、
危
機
感
を
持
つ
べ
き
だ
。

基
本
的
に
国
が
行
っ
た
。
受

託
事
務
と
し
て
協
力
は
す
る
。

市
が
何
も
率
先
、
垂
範
し
て
自
主
的
に

行
う
必
要
は
な
い
。

す
ず
ら
ん
台
の
バ
ス

　

答
弁　

事
業
者
と
協
議
進
め
る

す
ず
ら
ん
台
の
バ
ス
が
１
時

間
１
本
に
減
少
し
、
地
域
の

人
が
不
便
な
思
い
を
し
て
い
る
。
バ
ス

会
社
に
名
張
市
と
し
て
増
便
の
要
望
を

強
く
求
む
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活

用
や
増
便
な
ど
、
地
域
か
ら
の
要
望
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
風
や
雨
、
日

差
し
に
対
応
し
た
バ
ス
停
の
整
備
も
検

討
す
る
べ
き
だ
。

市
内
バ
ス
の
利
用
者
も
年
々

減
少
し
て
い
る
。
増
便
に
関

し
て
市
に
直
接
要
望
は
な
い
が
、
今
回

の
質
問
で
要
望
を
頂
い
た
と
し
、
事
業

者
と
協
議
を
進
め
る
が
、
利
用
者
が
少

な
い
時
間
帯
の
増
便
は
難
し
い
状
況

だ
。

【
公
明
党
】　

細
矢
一
宏

雇
用
拡
大
に
つ
い
て

　

答
弁　

さ
ら
な
る
拡
大
を
図
る

名
張
市
に
お
け
る
人
口
減
少
、

若
者
の
流
出
原
因
は
、
市
内

雇
用
の
不
足
に
あ
る
。
市
内
を
活
性
化

し
、
財
政
を
安
定
さ
せ
、
地
域
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
雇
用
を
拡
大
し

若
者
が
活
躍
で
き
る
名
張
市
に
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
先
端
産
業
の
推
進
、
市

内
産
業
の
育
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
推
進
な
ど
、
今
後
の
雇
用
拡
大

策
を
問
う
。

現
在
、
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
推
進
、介
護
施
設
の
整
備
、

農
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
推
進

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
環
境
産

業
の
創
造
や
、
医
療
・
福
祉
分
野
と
産

業
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
雇
用

の
拡
大
を
図
る
。

環
境
配
慮
契
約
の
導
入

　

答
弁　

形
に
し
て
い
く

自
然
豊
か
な
名
張
市
に
お
い

て
、
そ
の
責
務
を
認
識
し
、

環
境
保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
。
公
が
締
結
す
る
契
約
に
つ
い
て
、

価
格
だ
け
で
は
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
も
考
慮
す
る
よ
う
に
定
め

た
環
境
配
慮
契
約
法
が
、
平
成
19
年
に

成
立
し
て
い
る
。
効
果
と
し
て
、
地
域

経
済
の
活
性
と
企
業
の
育
成
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
市
内
産
業
の
育
成
を
念
頭

に
、環
境
配
慮
契
約
の
導
入
を
求
め
る
。

現
在
名
張
市
で
は
、
独
自
の
環

境
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
環
境
配
慮
契
約
法
を
は
じ
め
環

境
関
連
法
を
考
慮
し
、
率
先
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
地
域
間
競
争
が
激
化
す

る
な
か
、
市
内
産
業
の
保
護
・
育
成
を

考
慮
し
た
も
の
を
形
に
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

県道赤目滝線

名張地区下水道工事
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議案第 65号

議案番号など

議長　藤島幸子は採決に加わりません。　　　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員、欠は欠席した議員

浦
﨑

森
脇

細
矢

三
原

髙
田

田
合

吉
住

石
井

永
岡

福
田

中
川

松
﨑

梶
田

樫
本

橋
本
隆

橋
本
マ

柳
生

山
下

× × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × 欠 ◯ ◯ ◯ ◯

川
合

◯

表決が分かれた案件（第340回臨時会）
議員名

議案第 68号
議案第 81号

議員提出議案第 7号

議案番号など

議長　柳生大輔は採決に加わりません。　　　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

富
田

常
俊

森
岡

豊
岡

幸
松

𠮷
田

浦
﨑

森
脇

細
矢

髙
田

田
合

吉
住

石
井

永
岡

川
合

福
田

橋
本

山
下

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯

三
原
◯
×

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯×
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯×
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯×
× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯

請願第88号
請願第 90号
請願第 91号
請願第 10号

表決が分かれた案件（第342回定例会）
議員名

く
な
っ
た
。
利
用
者
が
減
り
寂
し
い
」

と
の
訴
え
が
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
楽
し

み
を
奪
う
こ
と
な
く
、
元
の
無
料
に
戻

す
べ
き
だ
。

高
齢
者
に
身
近
な
と
こ
ろ
で

健
康
に
過
ご
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
に
始
め
た
。
受
益
に
対
す
る
負

担
を
お
願
い
し
、
今
後
は
事
業
を
充
実

さ
せ
る
。

石
井　

政

「
道
路
の
安
全
確
保
を
」

市
内
の
道
路
白
線
な
ど
が
薄

い
個
所
が
あ
り
、
特
に
団
地

内
が
危
険
だ
。
橋
梁
の
安
全
点
検
状
況

は
。
地
域
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
大

屋
戸
橋
に
歩
道
を
設
置
す
べ
き
だ
。

道
路
の
白
線

は
優
先
順
位

を
決
め
補
修
な
ど
と

合
わ
せ
て
効
率
よ
く

実
施
す
る
。
橋
梁
の

安
全
点
検
を
順
次
行

っ
て
い
く
。
大
屋
戸

橋
は
県
が
管
理
し
て

お
り
、
歩
道
の
設
置

は
今
後
強
く
要
請
す

る
。

12月12月12月議会の日程（予定）  
※日程を変更する場合があります。

12月  6日月
9日木
10日金

開会
一般質問
一般質問

13日月
14日火
15日水

一般質問
補正予算
総務企画委員会

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
一般質問はケーブルテレビで放映されます。

16日木
17日金
22日水

教育民生委員会
産業建設委員会
採決

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7835）市議会だよりへのご意見・ご要望をお待ちしています

● 議案第67号　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第68号　名張市市税条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第69号　名張市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第70号　名張市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第71号　名張市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第72号　名張市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第73号　名張市福祉資金貸付けに関する条例及び名張市住宅新築資金等貸付条例を廃止する

条例の制定について
● 議案第74号　名張市先端産業立地促進条例による施設指定について
● 議案第75号　平成22年度名張市一般会計補正予算（第3号）について
● 議案第76号　平成22年度名張市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について
● 議案第77号　平成22年度名張市老人保健特別会計補正予算（第1号）について
● 議案第78号　平成22年度名張市介護保険特別会計補正予算（第1号）について
● 議案第79号　平成22年度名張市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について
● 議案第80号　平成22年度名張市病院事業会計補正予算（第1号）について
● 議案第81号　平成21年度名張市一般会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第82号　平成21年度名張市福祉資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第83号　平成21年度名張市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第84号　平成21年度名張市東山墓園造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第85号　平成21年度名張市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第86号　平成21年度名張市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第87号　平成21年度名張市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第88号　平成21年度名張市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第89号　平成21年度名張市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第90号　平成21年度名張市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第91号　平成21年度名張市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
● 議案第92号　平成21年度名張市病院事業会計決算の認定について
● 議案第93号　平成21年度名張市水道事業会計決算の認定について

● 議員提出議案第7号　義務教育費国庫負担制度の存続と全額国負担を求める意見書の提出について
● 議員提出議案第8号　保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提

出について
● 議員提出議案第9号　「新・教職員定数改善計画」のすみやかな実施と教育予算拡充を求める意見

書の提出について

可決した議案可決した議案

● 請願第10号「義務教育費国庫負担制度の存
続と全額国負担」を求める請願→採択

● 請願第11号「保護者負担の軽減と就学・修
学支援に関わる制度の拡充」を求める請願
→採択

● 請願第12号「『新・教職員定数改善計画』
のすみやかな実施と教育予算拡充」を求め
る請願→採択

請願について請願について

大屋戸橋

＜第340回臨時会＞
● 議案第65号　控訴の提起について
＜第341回臨時会＞
● 報告第 3 号　専決処分した事件（平成22年度名張市一般会計補正予算（第2号））の承認について
● 議案第66号　監査委員の選任につき同意を求めることについて
＜第342回定例会＞



7　2010年（平成 22年）11月 14日日

「名張市立学校・園美術展覧
会」を開催
 名張市教育研究所

　 68‐8801

　幼稚園・小中学校の子どもたち
が一生懸命取り組んだ作品を約
1000点展示します。
日時　11月26日金～29日月 午
前9時～午後4時30分（最終日
は正午まで）

場所　梅が丘小学校体育館
内容　図画、工作・工芸、書写

地産地消「地元新鮮野菜を使っ
たお正月料理講習会」受講者
 総合窓口センター　

　  63‐7416

「名張バイオマスフォーラム」
を開催
 産業政策室　 63‐7623

  名張市バイオマスタウン構想に
基づき「バイオマスタウン」を目
指して市民や事業者の皆さんとバ
イオマス利活用の推進を図るた
め、フォーラムを開催します。
日時　11月27日土午後1時～5時
場所　市役所1階大会議室
内容　▼基調講演「名張市バイ
オマスタウン構想の策定経緯と
バイオマス利活用の現状と課題
等」　講師　森 久

ひさつな

綱さん（三重
大学人文学部准教授）
　▼話題提供　「21年度東海地域
のバイオマス利活用意向調査結
果と、農林水産省の施策と今後
の方向性」「6次産業化に向け
た支援事業について」「産学連
携へのコーディネート」

「タンゴエモーション」を開催
 アドバンスコープＡＤＳホール

（青少年センター） 64‐3478

日時　11月28日日午後3時開演
午後2時30分開場

場所　アドバンスコープＡＤＳホー
ル（青少年セン
ター／松崎町）

入 場 料 　 前売
3,800円、当日
4,300円※友の
会会員1割引

11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動」

女性に対する暴力防止セミナー
日時　11月21日日午後1時30分
～4時

場所　市役所1階大会議室
内容　▼ＤＶに関する報告　▼朗
読劇「ひまわり～DVをのりこ
えて」　▼講演会「知らないと
みえない暴力がある」
◎申込不要。参加無料
女性相談（ＤＶ相談）
相談日　月～金曜日　午前8時30
分～午後5時
場所　総合福祉センターふれあい
（丸之内）
相談方法　電話（ 63‐2515）・
面談
○ＤＶ以外の女性相談は、男女
共同参画センター（ 63‐
5336／希央台）でも開催
※DV…ドメスティックバイオレン
ス。配偶者や恋人からの暴力

日時　12月7日火  午前10時～午
後1時（午前9時30分受付）

場所　名張公民館
定員　30人　※先着順
講師　山本 隆子さん（食育指導士）
主催　名張市消費生活協議会
受講料　500円
申込　11月30日
火までに電話で
問い合わせ先へ

「子育て講演会・家庭教育講座」
受講者
 こども支援センターかがやき

　  67‐0250

日時　11月29日月  ▼午前の部
午前10時30分～11時30分　
▼午後の部 午後1時～2時30分

場所　こども支援センターかがやき
（桔梗が丘西）

内容／対象／定員　▼午前の
部「わらべうたは子育ての知
恵」／10ヵ月までの乳児と保護
者／10組
　▼午後の部「人を育てる唄（伝
承の子育てに学ぶ）」／子育て
支援者／30人
講師　平林 智子さん（滋賀わら
べの会代表）

申込　11月20日土までに（午前9時
30分～午後5時    ※日・月曜日を
除く）電話で問い合わせ先へ

※先着順。参加無料

「障がい者就職面接会」を開催
 ハローワーク伊賀

　 21‐ 3221
日時　11月26日金午後1時30分
～3時30分

場所　三重県伊賀庁舎（伊賀市
四十九町）

内容　伊賀地域を中心に製造業や
サービス業など15社程度の事業
者が参加予定

対象　ハローワーク伊賀などに障
害者登録をしている人

◎入場無料。申込不要。ただし、
ハローワークに登録していない
人は当日障害者手帳をご持参く
ださい。

　夫やパートナーか
らの暴力、職場など
でのセクシュアルハ
ラスメント、ストー
カー行為など女性を
めぐるさまざまな人
権問題についてのご
相談をお寄せください。
受付時間　午前8時30分～午後7時
　※土・日曜日は午前10時～午
後5時

相談員　津地方法務局職員または人
権擁護委員

女性の人権ホットライン
　　　　　　 ゼロナナゼロのハートライン
0570‐070‐810

国津の杜
も り

の行事
 はぐくみ工房あららぎ

      62‐6920
陶芸教室　来年の干支（うさぎ）
の置物をつくりましょう

日時　11月28日日午前10時～正午
講師　角谷 真人さん
参加費　2,200円　定員　10人
持ち物　エプロン、タオル
申込　11月15日月から22日月ま
でに電話で問い合わせ先へ　

　※先着順。参加者が少ない場合
は中止

「森林関係調査」にご協力くだ
さい
 三重県森林・林業経営室

　 059‐224‐2564

　県内で、松くい虫被害などによる
松林の状況変化を調査する「松林現
況調査」と林業用に使用可能な林内
道路の開設を調査する「作業道現況
調査」を実施しています。調査にあ
たり、所有山林を通行させていただ
くことがありますので、ご理解とご
協力をお願いします。
調査期間　平成23年2月28日まで
※調査員は身分証明書を携帯しま
す。

「小規模企業共済制度」「経営
セーフティ共済」のご案内
 名張商工会議所 63‐0080

小規模企業共済制度…個人事業主
や会社などの役員が事業をやめ
たり、退職したりしたとき、生
活の安定や事業の再建を図るた
めの資金をあらかじめ準備して
おく制度です。
経営セーフティ共済…取引先の突
然の倒産が原因で、経営悪化の
危機に直面したとき、資金を借
り入れることができる、国が中
小企業を守るためにつくった共
済制度です。

「乱歩 in 藤堂家邸  朗読会」
 生涯学習室　  63 ‐ 7892

日時　11月28日日  午後4時～6時
場所　名張藤堂家邸（丸之内）
内容　名張藤堂家のご子孫、藤堂
陽子さんが江戸川乱歩の作品を
朗読　◎参加無料。ただし、入
館料（一般200円、高校生100
円）必要

「みえの防災文化づくりシン
ポジウム」を開催
 三重県地震対策室

　 059‐ 224‐ 2185

日時　12月4日土　午後1時～4
時30分
場所　アドバンスコープＡＤＳホー
ル（青少年センター／松崎町）
内容　▼「みえの防災大賞」表彰式
▼基調講演「次世代のために今こ
そ耐震化を！」　講師　福

ふくわ

和   伸
夫さん（名古屋大学大学院教授）
　▼防災トーク　「みんなでつく
る“みえの防災文化”」　
　参加者　川口 淳

じゅん

さん（三重大学
大学院准教授）、みえの防災大賞
受賞団体代表者、福和 伸夫さん
▼アンシンダー、アンシンダー
Ｌと市幼年消防クラブの舞台　
▼地震体験、消防車両・自衛隊
車両の展示、防災グッズの配布
◎申込不要。参加無料

【まちかど掲示板】家事家計講習会　　日時　11月20日土 午前10時～正午　場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）　参加費　350円　
　◎申込不要。託児あり（利用料300円※おやつ、保険代）。託児を希望する人は11月19日金 までに電話で問い合わせ先へ　  松阪友の会（野村）　  63‐7195

 人権・男女共同参画推進室
　  63‐7559

11 月 15日～ 21日は
全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間
 津地方法務局人権擁護課

　  059‐228‐4193

インフルエンザ予防接種費用
を助成します
 健康支援室　 63‐6970

　名張市に住民登録している人で
「生活保護世帯」「市民税非課税世
帯」の人は申請により接種費用が
無料になります。申請後、接種に
必要な書類の送付に2週間程度か
かります。　◎申請方法など詳し
くは、問い合わせ先へ
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12月の相談日程 は、問い合わせ先電話番号
※開催場所の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔12月9日木 午前10：00～午後3：00〕 
───────────────────────────────────
交通事故相談〔12月16日木 午後1：00～3：15〕
───────────────────────────────────
行政相談〔12月16日木 午後1：00～3：00〕
───────────────────────────────────
司法書士相談〔12月17日金 午後1：00～4：00〕
──────────────────────────
市民・多重債務相談〔平日 午前8：30～午後5：15〕※申込不要　    　　　　　　
───────────────────────────────────
人権相談〔12月7日火 午前10：00～午後3：00〕・名張市人権センター 63‐7909
───────────────────────────────────
育児相談〔火曜日～土曜日 午前9：30～午後5：00（日・月曜日、祝日は休館）〕
・こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
介護相談 各地区の「まちの保健室」へ  ・名張 　63‐5699・すずらん台 　68‐5700
・梅が丘 　61‐3770・蔵持 　63‐6371・薦原 　63‐6400・つつじが丘 　68‐7800
・比奈知 　68‐1278・美旗 　65‐5800・錦生 　63‐2571・百合が丘    　64‐8600
・赤目　 　63‐1381・箕曲 　63‐1073・国津 　69‐1718・桔梗が丘   　65‐1299   
───────────────────────────────────                
　   　　　　　 〔第1・3週木・金・土曜日　午後2：00～7：00〕
女性相談　─────────────────────
　　　　　　    〔第2・4週水・木・金曜日　午後2：00～7：00〕
──────────────────────────
女性弁護士法律相談〔12月3日金 午後1：00～5：00〕※要予約
─────────────────────────────────
男性のための相談〔12月９日木 午後7：00～9：00〕　
─────────────────────────────────
メンタルヘルス相談〔12月16日木午前10：00～正午〕※要予約
──────────────────────────　
チャレンジ支援相談〔12月7日火午前10：00～正午　午後1：00～4：00〕　　　　　　　
　　　　　　　　  ─────────────────　　　　　　　　　
　　　　　　　　〔12月21日火午前10：00～正午　午後1：00～4：00〕　
───────────────────────────────────
おしごと三重出張相談〔第1・3水曜日 午前10：00～午後4：00〕
──────────────────────────
ニート相談　　　　　　　　　　　  〔12月14日火午後2：00～6：00〕　　　
（いが若者サポートステーション）─────────────────────                                           　        〔12月28日火午後2：00～5：00〕　
───────────────────────────
ニート相談（神須学園室生館）　  〔12月25日土午後2：00～5：00〕
───────────────────────────────────
女性相談〔平日 午前8：30～午後5：00〕※DV相談
──────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8：30～午後5：00〕
───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8：30～午後5：15〕・ふれあい 相談室  63‐3118
───────────────────────────────────
パート職業相談〔平日 午前8：30～午後5：15〕・ふれあい      63‐0900
───────────────────────────────────
教育相談（不登校相談）〔平日 午前8：30～午後5：00〕・桜ヶ丘・旧市民会館内 63‐7830
───────────────────────────────────
教育よろず相談（いじめなど）〔平日 午前9：00～午後6：00〕・名張教育会館みなくる 68‐8802
───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9：00～午後5：00〕・青少年補導センター 63‐7867
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜日を除く） 午前9：00～午後4：00〕・子育て支援室 63‐7594
───────────────────────────────────
年金相談〔毎月第2・4火曜日※祝日を除く 午前10：00～午後2：45〕・アスピア（南町）  63‐0080
───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔12月1日水午前9：30～11：00受付〕・保健センター    63‐6970
───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔12月7日火午前9：00～11：00〕・保健センター    63‐6970
───────────────────────────────────
こころの健康相談〔12月24日金午後2：00～4：00〕・伊賀保健所 　 24‐8076
───────────────────────────────────
がん・難病相談〔12月18日土 午後1：00～4：00〕・勤労者福祉会館  63‐5515

申込受付は、11月22日月
午前8時30分から。先着
順。総合窓口センター（
63‐7416）へ

・男女共同参画
　センター
　 63‐5336
※12月休館日
6日月、13日月、
20日月、27日月、
年末（29日水～
31日金）

・男女共同参画センター
　 63‐7648

・ふれあい相談室
　 63‐2515

・勤労者福祉会館
　 63‐7648

・市役所1階総合窓口センター
                 63‐7416 

しあわせ　仕　掛け人
みんなで創ろう！心ふれあう "地域福祉＂
 健康福祉政策室　 63‐7579

ご存知ですか？ 医療費の助成制度
　市では、医療費の助成を行っています。該当者で、手続きが済んで
いない人は、お早めに手続きをしてください。申請が遅れた場合、助
成は申請月の1日からとなります。    保険年金室   63‐7105
 ●助成の対象となる医療費
　受給資格者が加入している医
療保険で保険給付となった自己
負担相当額（精神障害者 1級の
入院分と 2 級、3 級は自己負担
相当額の半額）　※保険者から給
付される高額医療費、家族療養
附加給付金などは差し引きます。
また、保険給付対象外のものは
助成の対象となりません。
●医療費助成制度の内容
<乳幼児医療費助成>
対象　小学校就学前までの乳幼
児（6 歳に達する最初の 3 月
31日まで）

<一人親家庭等医療費助成>
対象　①子どもが 18歳未満の母
子家庭の母と子ども ②子ども

が 18歳未満の父子家庭の父と
子ども ③父母のいない 18 歳
未満の子ども

<心身障害者医療費助成>
対象　①身体障害者手帳 1級、2
級、3級をお持ちの人

②療育手帳Aまたは Bをお持ち
の人（Bは 70歳未満の人）

③判定機関で知能指数 70以下と
判定を受けた人

④精神障害者保健福祉手帳1級、
2級、3級をお持ちの人（1級
の通院分以外は70歳未満の人）

※制度によって受けていただく
ための条件や、所得制限があ
りますので、詳しくは市役所
1階保険年金室へお問い合わ
せください。

対　象

年齢
20歳
25歳
30歳
35歳
40歳

生 年 月 日
平成元年4月2日～平成2年4月１日
昭和59年4月2日～昭和60年4月１日
昭和54年4月2日～昭和55年4月１日
昭和49年4月2日～昭和50年4月１日
昭和44年4月2日～昭和45年4月１日

子宮頸がん検診 乳がんマンモグラフィー検診
年齢
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳

節目年齢となる人は、この機会に積極的に受診してください。

生 年 月 日
昭和44年4月2日～昭和45年4月１日
昭和39年4月2日～昭和40年4月１日
昭和34年4月2日～昭和35年4月１日
昭和29年4月2日～昭和30年4月１日
昭和24年4月2日～昭和25年4月１日

子宮頸
けい

がん検診と乳がんマンモグラフィー検診
無料クーポン券の無料クーポン券の
医療機関での利用は医療機関での利用は1111月月3030日日火火までまで
　女性特有のがん対策として、6月下旬に下記対象者に無料クーポン
券を郵送しています。この機会に忘れないよう受診しましょう。
無料クーポンによる医療機関での検診実施期限　11 月 30日火　
※乳がん検診は事前予約が必要。お早めに医療機関へお電話ください。

無料クーポン券を紛失された人は、健康支援室（ 63‐6970）に
お問い合わせください。

日時　平成23年1月9日日　午後2時～
場所　総合体育館（夏見）

対象　11月30日現在、名張市に住民登録または外国人登録をしている
平成2年4月2日～平成3年4月1日生まれの人　

※新成人を迎える皆さんには12月中旬に入場券を兼ねた案内はがきを
送付します。案内はがきが届かない場合はご連絡ください。

◎就職や就学で市外に住民登録のある人で、名張市の成人式に出席を希
望する場合は、12月17日までにお知らせください。

申出期限　12月17日金
　※受付は、土・日曜日、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分

1月9日1月9日にに「成人式「成人式」」を開催を開催新成人の皆さんへ新成人の皆さんへ

 生涯学習室　  63‐7892

週末ふれあい事業　キッズスクエア　
　　　　　　　　　竹原　サヨ子さん（柳原町）

子どもたちに朝ごはんの大切さを
学んでもらうために料理教室を開催！

　ごはん、味噌汁、焼き鮭とおいしい朝ごはんを作ったのは、子
どもの放課後支援や世代間交流を図ろうとする「キッズスクエア」。
月1、2回土曜日に名張公民館などで活動しています。

　「地域で子どもを育てるという視点で
取り組んでいます。今回は、朝ごはん
の大切さを伝えるために朝食を作りまし
た。教える地域の大人たちも楽しんでい
るんですよ」と竹原さんは話します。
　このほかにも、キッズスクエアでは、
スイートポテト作りや、科学教室など、
子どもと大人が楽しみながら交流を図る
事業を予定しています。　

【まちかど掲示板】歴史講演会　　日時　11月28日日 午後1時30分～　場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）　演題　慶長年間にみる二重公儀体制～家康のめざ
した平和社会とは～　講師　川崎 記

ふみたか

孝（家康を語る会）  ◎申込不要。入場無料　  家康を語る会（川崎）　  45‐3232

　市が1月に開設する予定の「名張市在宅医療支援センター」の職員を
募集します。※雇用については名賀医師会。詳しくは問い合わせ先へ
募集職種　看護師免許を有する人（1人）、社会福祉士・介護支援専門
員の資格を有する人（1人）　　募集期間　11月15日月～26日金

在宅医療支援センター職員募集  地域医療室  63‐6970
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